
H28地方創生加速化交付金

H28 H29 H30 H31 H32 H33 累計

目標値（人） 3 3 4 4 5 - 19

実績値（人） 4 6 4 - 14

目標値（人） 50 55 60 65 70 - 70

実績値（人） 52 69 61 - 182

目標値（団体） 10 12 14 17 20 - 20

実績値（団体） 10 14 15 - 39

目標値（m3) - 150 250 300 - - 700

実績値(m3) - 183 - 183

目標値（件） 2 - - - - - 2

実績値（件） 2 - - - - - 2

目標値 - - - - -

通学者10人
就職者3人
創業者1件

改装・開業2件

通学者10人
就職者3人
創業者1件

改装・開業2件

実績値 0 0

目標値（件） - 500 - 1,000 - - -

実績値（件） - - -

○地方創生推進交付金

H28 H29 H30 H31 H32 累計

目標値（億円） 9 11 11.1 11.3 11.6 62.0

実績値（億円） 9.4 11.3 13.0 41.7

目標値（件） 4 4 5 5 5 23

実績値（件） 6 7 4 17

目標値（人） 10 10 15 15 15 65

実績値（人） 13 28 36 77

効果検証・今後の取組方針

売上規模拡大については、国の交
付決定があった9月以降に事業を開
始したこともあり、目標を下回ってお
りますが、新規事業創出等に効果が
大きかったことから、H28年度事業の
反省点も踏まえ、今後も事業を継続
してまいりたいと考えております。

　地域における安定的な雇用創出、地方への新しい人の流れ、まちの活性化など、地方創生の深化の実現に向け、地方公共団体が地方版総合戦略に基づき実施する先駆的な取組を国が支援

88,500,000円 H28

岩手県釜石市や宮崎県日南市等、全国7自治
体との広域連携により、起業・移住人材をより効
率的に確保するためのローカルベンチャース
クールを開催するとともに、その起業・移住人材
を村内に受け入れるための住宅をPFI手法を取
り入れモデル的に2戸整備しました。

また、村内ローカルベンチャーの木材製品の
販路拡大により、需要が増大し供給不足に陥っ
ている村産材の供給体制の強化を図るととも
に、子育て環境を向上するため､子育て支援施
設の実施設計を行いました。

H2835,052,000円

西粟倉ローカルベンチャー増殖・拡大加速化
事業と連動する形で、村内に受け入れた起業・
移住人材に対して各種創業支援を行うととも
に、すでに起業した村内事業者の中でさらなる
事業成長が期待される事業者を抽出し、その研
究開発を重点的に支援し、雇用の安定化や所
得向上に取り組みました。

一億総活躍社会の実現に向けて、緊急対応として、「地方版総合戦略」に位置付けられた先駆的な取組の円滑な実施を国が支援

学生・教員等の村内転入や商店、飲食店等、
地域経済の活性化に向け、美作市大原にH30
年4月に開校予定の美作市スポーツ医療看護
学校の開校支援を､美作市や佐用町と連携し行
いました。

H2810,000,000円

三県境地域創生会議の参画する自治体（美作
市・宍粟市・上郡町・佐用町・智頭町・西粟倉村）
で連携し、近年、当地域で増加している台湾、タ
イ、ベトナムなど東南アジア圏からの観光客の
誘致活動を行いました。

1,500,000円 H28

目標年度

実 施
年 度

【広域連携事業】
西 粟 倉 ロ ー カ ル ベ ン
チャー増殖・拡大加速化
事業

創業者数 4

移住者数（転入者数）

当事業により、新
規創業者4人を確保
するなど、地域の仕
事づくりや移住者確
保 に 効 果 が 大 き
かったことから､今
後も事業内容のブ
ラッシュアップを行
いつつ、事業を継続
してまいりたいと考
えております。

事業名 重要業績評価指標（KPI)
現況値
(H27)

事業内容 事業費
実 施
年 度

【広域連携事業】
国際スポーツ関連産業ク
ラスター構想推進事業

商工団体等の創業・
改装等の相談件数

0

人材育成機関通学者
村内就職者
新規創業者
改装開業店舗

0

【広域連携事業】
自 治 体 広 域 連 携 に よ る
「ローカルベンチャー」推
進事業

ローカルベンチャー
による売上規模

8

新規事業創出数（新
規創業数＋新規事業
数）

0

起業家型人材の地域
へのマッチング数

0

【広域連携事業】
兵庫・鳥取・岡山三県境地
域インバウンド推進事業

低炭素社会構築に関
わる観光メニューに
よる交流促進

0

本村を訪れる外国
人観光客は少ない
ながらも増加傾向で
あり、当事業で得た
ニーズや経験をもと
に、誘客活動に今
後も努めてまいりた
い と 考 え て お り ま
す。

事業名 重要業績評価指標（KPI)

現在のところ、商
店や不動産業等の
創業等に向けた目
立った動きはありま
せんが、今後、実際
の入学者数や教員
数等の情報が明ら
かになるに従い、そ
ういった動きも出て
くるものと考えてお
り、学生等の村内受
入や創業支援等に
取り組んでまいりた
い と 考 え て お り ま
す。

65

新しい木材供給体制
を 活 用 す る ベ ン
チャーの数

0

小さな拠点施設整備
に関連して利用する
材

0

現況値
(H27)

目標年度 効果検証・
今後の取組方針

事業内容 事業費

集計中


